
CynthesizerTM

製品の長所概要
設計の複雑さ とプロジェク ト ・ スケジュールの管

理は、 終わるこ とのない課題です。 次第に短くなる

エンドユーザー向け製品サイ クルの短寿命化に対

応するため、 デザイン ・ チームは、 限られたデザ

イン ・ スケジュールの中で、 高機能な製品を開発

しなければなり ません。 さ らに、 0.13μm から

90nm、 それ以下へ進むプロセス微細化のト レンド

において、 設計ゲート規模は、 従来のデザイン ・

チームが効率的に設計できる規模を越えつつあ り

ます。  デザイン ・ チームは高性能なチップを開発

するため、 先端的なアルゴ リズムの採用、 既存 IP
の利用、 カスタム論理設計などを組み合わせなが

ら努力していきますが、 同じ人員で、 よ り多くの

回路機能を、 少ない時間で設計しなければなり ま

せん ・ ・ ・ そして時間切れを迎えます。

Cynthesizerの導入
フォルテ社の SystemC 動作合成

ツール Cynthesizer は、

SystemC による動作記述か

ら自動的に最適な RTL を

生成するこ とによ り、 設

計サイ クルを大幅に削減し

ます。 
Cynthesizer を使用するこ とによ

り、 同じ動作レベルのソース ・

コードから複数のインプ リ メン

テーシ ョ ン候補を生成 ・評価

でき、 最適なアーキテク

チャを容易に得るこ とが可

能です。 さ らに重要なこ と

は、 Cynthesizer はマニュアル

でコーディングされた設計よ り も、

多くの場合、 良い結果を生成する

こ とができる点です。 生成された

RTL は、 オリ ジナルのテス トベン

チを使って簡単に検証でき、 従来の RTL 設計に比

べて、 設計期間を大幅に短縮できます。

Cynthesizer を使用すれば、 大規模なチップを短期

間に設計および検証可能です。 

最高品質の結果を提供

人手によるコーディングよ り も優れた設計

タイ ミ ング ・ ク ロージャの予測が可能

カスタム化 ・ 最適化されたデータパス回路

シ リ コンで実証済みの実績

デザイン ・ サイ クルの大幅な短縮

よ り少ない時間でよ り多くの設計が可能

検証時間の削減

IP の再利用が容易に

抽象化によ り複雑さを管理

上位レベル ・ モデルから RTL を自動生成

し、 RTL 開発時間を削減

統合された検証環境によ り、 既存のテス ト

ベンチを使った RTL 検証が可能

データパス ・ オプティマイザの統合によ り、

高性能、 小面積を実現

目標を満足した最適な RTL 構造は、 バッ ク

エンドでのタイ ミ ング問題を回避

複数の RTL 生成によ り、 面積／性能ト レー

ドオフの最適なポイン ト を探索

C、 C++、 SystemC 言語をサポート

製品の長所

製品の特長製品の特長
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Cynthesizerでより良い結果を
Cynthesizer は、 設計制約条件に従って設計目標を満足す

る最適化された RTL を生成します。 Cynthesizer を利用す

れば、 複数のインプ リ メンテーシ ョ ン候補の生成が容易

になり ます。 そのため、 ターゲッ トの半導体テク ノ ロジ ・

ライブラ リによる候補の中から、 面積、 性能、 クロ ッ ク ・

スピードなどの項目を満たす回路を容易に選択できます。 

Cynthesizer は、 優れたコンパイラ技術を用いて回路機能

を解析し、 データ ・ フローと コン ト ロール ・ フローを適

切に認識します。 この優れた解析機能によって、 スケ

ジュール ・ アルゴ リズムは、 加算器や乗算器といった演

算器の使用を最小化し、 その結果、 演算器を最大限に活

用できます。 Cynthesizer は、 自動的に最適なステート • マ
シン （FSM) を生成し、 演算

器で構成されたデータパス回

路を制御します。

Cynthesizer は、 ク リ

ティカル ・ パスに

非常にセンシティ

ブな FSM のタイ

ミ ング動作を保障

するため、 注意深

く構築された RTL 構造を生

成します。 これによ り、 論

理合成や物理合成における

タイ ミ ング ・ ク ロージャ

の予測精度が大幅に向上し

ます。 さ らに、 タイ ミ ング ・

ク ロージャの改善や論理合成

処理時間短縮のためにスラ ッ ク

指定が必要な場合、 １つのディ レ

クティブを設定するだけで、 スラ ッ

クを考慮した RTL を生成できます。

自動化による検証時間の短縮
C/C++、 SystemC モデルを設計の初期段階で使用すれば、

従来の RTL シ ミ ュレーシ ョ ンと比べてシ ミ ュレーシ ョ ン

を非常に高速化できるこ とは疑う余地はあ り ません。 
SystemC で記述されたシステム ・ モデルまたはテス トベ

ンチと生成された RTL は統合され、 どの設計段階でも容

易にシステム全体を検証できます。 Cynthesizer は検証の対

象となる RTL と SystemC ラ ッパーを自動的に組み合わ

せ、 回路検証において大きな威力を発揮します。

IPの再利用を実現
Cynthesizer の優れた IP 再利用能力によ り、 現在の設計プ

ロジェク トだけでなく、 将来の設計プロジェク トにおい

ても、 設計期間を短縮できます。 SystemC デザイン ・ モデ

ルは、 抽象度の高いレベルであ り、 完全にプロセス ・ テ

ク ノ ロジとは独立しています。 Cynthesizer は、 プロセス ・

ラ イブラ リ を入力と して取り込み、 ターゲッ ト となるプ

ロセス ・ テク ノ ロジ、 ク ロ ッ ク ・ スピード、 設計性能、

面積など、 ユーザーが設定可能なオプシ ョ ンに基づいて、

RTL を素早く自動的に動作合成します。 その結果、 設計

条件に変更があったと しても、 既存の設計資産を容易に

再利用できます。 Cynthesizer は、 不完全な仕様、 仕様の変

更、 新機能の追加要求、 標準規格の変更に、 迅速に対応

できます。

まとめ
現在の大規模なシステムでは、 従来と同じ RTL 設計手法

による SoC/ASIC 設計のままで仕事をやり遂げるこ とは困

難です。 製品開発の短縮や設計人員に関する厳し

いプレッシャーに対応するため、 新しい

設計手法が必要です。 今後、 さらに多

くの要求をよ り少ない時間で実現

するこ とが必要になるかもしれ

ません。 その場合には、

SystemC 動作合成ツール、

Cynthesizer をご活用くださ

い。 そこに SoC/ASIC 設計の

未来があ り ます。

Cynthesizer-
The revolution
can now begin.TM
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